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長寿命核分裂片の一つである 79Se への中性子捕獲反応断面積を評価するために、79Se への中性子核子移行

反応を測定し、80Se の非束縛状態からのガンマ線放出確率の励起関数を決定した。Talys を用いて評価した

複合核生成断面積を元に、一中性子捕獲反応断面積を評価した。 
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放射性核廃棄物を核変換するには、断面積、平均寿命行程の観点から中性子を用いた反応が有力である。

長寿命核分裂片の一つである 79Se はその放射能や、化学的特性から中性子捕獲反応断面積が今まで評価さ

れてこなかった。放射性核種の中性子捕獲反応断面積を評価する実験的手法として、なんらかの核反応に

よって目的とする核種の非束縛状態を生成し、そこからのガンマ線放出確率を決定する代理反応法がある 

[1]。代理反応法では、中性子捕獲反応断面積を複合核生成断面積と非束縛状態からのガンマ線放出確率の

積で表す。複合核生成断面積は、光学模型ポテンシャルによって良い精度で予想できるとしている。一方、

ガンマ線放出確率は、非束縛状態からのガンマ線の崩壊様式は分かっていないので、低励起状態からのガ

ンマ線の強度と、非束縛状態からその状態への崩壊確率を統計模型で導出した上で決定していた。 

我々はより精度の高い断面積評価を目指し、ガンマ線放出確率を統計模型に依存しないで決定すること

を目指した。理化学研究所の RI ビームファクトリーで生成した核子当たり 200 MeV のエネルギーを持つ

79Seビームを、新開発したビーム低速・収束装置 OEDOを用いて核子当たり 20 MeVにまで減速し、重陽

子化ポリエチレン標的に照射し、中性子移行反応を測定した。反跳陽子のエネルギー測定から、80Se の励

起エネルギーを決定した。各励起エネルギー毎に、終状態の原子核が 80Seか 79Seかを同定することで、ガ

ンマ線崩壊チャンネルか、中性子崩壊チャンネルになるのかを決定した。導出したガンマ線放出確率を元

に中性子捕獲反応断面積を中性子のエネルギー0-5 MeV で評価した。講演では、実験の詳細とともに評価

した断面積について述べる。 
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